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令和元年度　決算の報告

▼問い合わせ先＝企画課　財政係　☎　９１１９56

　令和元年度(平成３１年４月～令和２年３月)の決算がまとまり、９月議会において認定されました
ので、その概要についてお知らせします。詳細な数値や、公営企業会計となる水道事業会計及び下水
道事業会計の決算などについては、町ホームページをご覧ください。
　一般会計の決算額は、歳入１１１億２，５７０万８，６５８円(前年度比＋４．５％)、歳出１０５億１，８
４３万５，０６３円(前年度比＋３．３％)となり、差引額６億７２７万３，５９５円は令和２年度へ繰り越
しました。

　特定の事業を行うために、一般会計とは区別して経理される特別会計の決算は下表のとおりです。
決算の差引額については、それぞれ令和２年度へ繰り越しました。

歳　入

特別会計の決算

歳　出

基金の残高

起債の残高 　目的別に見ると、民生費の割合が一番多くなっ
ています。社会保障に対する事業費が年々増加
傾向にあることに加え、令和元年１０月から開始
した幼児教育・保育の無償化により、保育所や認
定こども園などへの運営費用等が増加しており、
前年度から１億６，８６６万円の増(＋４．６％)と
なりました。
　次に多いのは土木費となっており、社会資本整
備総合交付金(国の補助金)を利用して進めてい
る道路整備事業(３億６，８９９万円)などの事業
を計画的に行っています。
　また、令和４年度に開催予定のいちご一会と
ちぎ国体に向けた、体育センター改修事業(１億
６，４０４万円)の実施などにより、教育費は前年
度から１億４，８４１万円の増(＋１４．２％)となっ
ています。

　町税収入は、前年度と比較して２億８，
６４１万円(▲４．６％)の減収となりまし
た。法人町民税が３億４，０５０万円の減
収となっており、町内企業を取り巻く状況
は厳しいものとなっています。
　地方交付税は、２年ぶりに普通交付税
の交付団体となったことで、２億５，８５３
万円の増(＋２０６．７％)となりました。
　交付税の不足分を補う制度である臨時
財政対策債や、建設事業費に充てる借入
れを行ったことなどから、町債は、６億３，
８５０万円の増(＋３０６．４％)となりまし
た。
　その一方で、基金の取崩しなどによる繰
入金は４億９，８９８万円の減(▲９０．２％)
となっており、歳入総額における依存財源
の割合は、前年度比９．４ポイント高くなっ
ています。

地方譲与税 ほか
２７,４５２
２．５％地方交付税

３８,３６２
３．５％

地方消費税
交付金

６０,４８９
５．４％

町税
６００,４３８
５４．０％

歳　入
（前年度比）

歳　出
（前年度比）

会　計 差引額 概　要

民生費
３８１,９４０
３６．３％

総務費
１１５,００９
１０．９％

議会費
１１,６６９
１．１％

公債費
７９,３４５
７．６％

災害復旧費
２,２１６
０．２％

教育費
１１９,３５２
１１．４％

消防費
５２,９９９
５．０％

衛生費
７６,５４４
７．３％

農林水産業費
５１,９８８
４．９％

商工費
１０,８３５
１．０％

労働費
２

０．０％

土木費
１４９,９４５
１４．３％

国庫支出金
１３６,３５１
１２．３％

繰越金
４５,９７８
４．１％

繰入金
５,４２９
０．５％

分担金・負担金
ほか

２７,２１５
２．４％

歳入
１,１１２,５７１
（万円）

歳出
１,０５１,８４４
（万円）

（自主財源）
６７９,０６０
６１.０％

町債
８４,６９０
７.６％

（依存財源）
４３３,５１１
３９.０％

県支出金
８６,１６７
７.７％

３０億９，６８８万円
（▲１．９％）

３０億３，３４６万円
（＋１．４％）

６，３４２万円 保険給付費

介護サービスへの
給付費

後期高齢者医療広域
連合への納付金

４地区処理施設の
維持管理費

１億２，８１７万円

４９０万円

４７９万円

国民健康保険事業
特別会計

介護保険事業
特別会計

後期高齢者医療
特別会計

農業集落排水事業
特別会計

２２億４，９４９万円
（＋３．３％）

２１億２，１３２万円
（＋２．０％）

２億６，６７１万円
（＋２．９％）

２億７，１６１万円
（＋２．９％）

３億２，２１６万円
（＋１．６％）

３億１，７３７万円
（＋１．６％）

　一般会計、特別会計を合わせた町全体の基金
の令和元年度末残高は、６８億３，４４９万円(前
年度比＋２億４４１万円)となりました。
　令和元年度は、財政調整基金からは財源確保
のため、また、町営住宅施設整備基金や社会福
祉基金などからは事業の財源に充てるため、取り
崩しを行っています。
　公共施設等総合管理基金(前年度比＋１億１０
万円)は、計画的に積立てを行っています。

　一般会計と特別会計に、水道事業会計と下水
道事業会計の企業会計を合わせた、町全体の起
債の令和元年度末残高は、１５２億８，９３５万円
(前年度比▲３億６，９３２万円)となりました。
　道路整備事業や体育センター改修事業、公共
下水道事業などのために、総額１０億７，０２０万
円を新たに起債しました。これは令和元年度中
の元金償還額を下回るため、総残高は前年度よ
りも減少しています。

基金の残高
８０

（億円）

７０

５４

４３

６９ ６６ ６８

６０

５０

４０

３０

２０

１０
H２７ H２８ H２９ H３０ R１

起債の残高
１９０

（億円）

１８０
１８０

１７４ １６７

１５７

１５３
１５０

１６０

１７０

１４０
H２７ H２８ H２９ H３０ R１

基金とは町の貯金に当たるもので、様々な目的
のために資金の積み立てを行っています。

起債とは町の借金に当たるもので、主に建設事
業の財源として国や金融機関から借り入れるも
のです。毎年の支出の平準化や、住民負担の世
代間調整を図る意味があります。

広報かみのかわ　2020.11.13

新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、施設の臨時休館又は、イベントを中止することがありますのでご理解願います。
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決算の差引額については、それぞれ令和２年度へ繰り越しました。

歳　入

特別会計の決算

歳　出
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起債の残高 　目的別に見ると、民生費の割合が一番多くなっ
ています。社会保障に対する事業費が年々増加
傾向にあることに加え、令和元年１０月から開始
した幼児教育・保育の無償化により、保育所や認
定こども園などへの運営費用等が増加しており、
前年度から１億６，８６６万円の増(＋４．６％)と
なりました。
　次に多いのは土木費となっており、社会資本整
備総合交付金(国の補助金)を利用して進めてい
る道路整備事業(３億６，８９９万円)などの事業
を計画的に行っています。
　また、令和４年度に開催予定のいちご一会と
ちぎ国体に向けた、体育センター改修事業(１億
６，４０４万円)の実施などにより、教育費は前年
度から１億４，８４１万円の増(＋１４．２％)となっ
ています。

　町税収入は、前年度と比較して２億８，
６４１万円(▲４．６％)の減収となりまし
た。法人町民税が３億４，０５０万円の減
収となっており、町内企業を取り巻く状況
は厳しいものとなっています。
　地方交付税は、２年ぶりに普通交付税
の交付団体となったことで、２億５，８５３
万円の増(＋２０６．７％)となりました。
　交付税の不足分を補う制度である臨時
財政対策債や、建設事業費に充てる借入
れを行ったことなどから、町債は、６億３，
８５０万円の増(＋３０６．４％)となりまし
た。
　その一方で、基金の取崩しなどによる繰
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となっており、歳入総額における依存財源
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地方譲与税 ほか
２７,４５２
２．５％地方交付税

３８,３６２
３．５％

地方消費税
交付金

６０,４８９
５．４％

町税
６００,４３８
５４．０％

歳　入
（前年度比）

歳　出
（前年度比）

会　計 差引額 概　要

民生費
３８１,９４０
３６．３％

総務費
１１５,００９
１０．９％

議会費
１１,６６９
１．１％

公債費
７９,３４５
７．６％

災害復旧費
２,２１６
０．２％

教育費
１１９,３５２
１１．４％

消防費
５２,９９９
５．０％

衛生費
７６,５４４
７．３％

農林水産業費
５１,９８８
４．９％

商工費
１０,８３５
１．０％

労働費
２

０．０％

土木費
１４９,９４５
１４．３％

国庫支出金
１３６,３５１
１２．３％

繰越金
４５,９７８
４．１％

繰入金
５,４２９
０．５％

分担金・負担金
ほか

２７,２１５
２．４％

歳入
１,１１２,５７１
（万円）

歳出
１,０５１,８４４
（万円）

（自主財源）
６７９,０６０
６１.０％

町債
８４,６９０
７.６％

（依存財源）
４３３,５１１
３９.０％

県支出金
８６,１６７
７.７％

３０億９，６８８万円
（▲１．９％）

３０億３，３４６万円
（＋１．４％）

６，３４２万円 保険給付費

介護サービスへの
給付費

後期高齢者医療広域
連合への納付金

４地区処理施設の
維持管理費

１億２，８１７万円

４９０万円

４７９万円

国民健康保険事業
特別会計

介護保険事業
特別会計

後期高齢者医療
特別会計

農業集落排水事業
特別会計

２２億４，９４９万円
（＋３．３％）

２１億２，１３２万円
（＋２．０％）

２億６，６７１万円
（＋２．９％）

２億７，１６１万円
（＋２．９％）

３億２，２１６万円
（＋１．６％）

３億１，７３７万円
（＋１．６％）

　一般会計、特別会計を合わせた町全体の基金
の令和元年度末残高は、６８億３，４４９万円(前
年度比＋２億４４１万円)となりました。
　令和元年度は、財政調整基金からは財源確保
のため、また、町営住宅施設整備基金や社会福
祉基金などからは事業の財源に充てるため、取り
崩しを行っています。
　公共施設等総合管理基金(前年度比＋１億１０
万円)は、計画的に積立てを行っています。

　一般会計と特別会計に、水道事業会計と下水
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(前年度比▲３億６，９３２万円)となりました。
　道路整備事業や体育センター改修事業、公共
下水道事業などのために、総額１０億７，０２０万
円を新たに起債しました。これは令和元年度中
の元金償還額を下回るため、総残高は前年度よ
りも減少しています。

基金の残高
８０

（億円）

７０

５４

４３

６９ ６６ ６８

６０

５０

４０

３０

２０

１０
H２７ H２８ H２９ H３０ R１

起債の残高
１９０

（億円）

１８０
１８０

１７４ １６７

１５７

１５３
１５０

１６０

１７０

１４０
H２７ H２８ H２９ H３０ R１

基金とは町の貯金に当たるもので、様々な目的
のために資金の積み立てを行っています。

起債とは町の借金に当たるもので、主に建設事
業の財源として国や金融機関から借り入れるも
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新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、施設の臨時休館又は、イベントを中止することがありますのでご理解願います。


